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下垂体腫瘍はその大きさでマイクロアデノーマ（１０ｍｍ未満）とマクロアデノーマに分けられま
す。マクロアデノーマはＣＴ検査でも十分検出可能ですが、マイクロアデノーマはＭＲＩの方が

いいと考えます。

頭部単純ＣＴです。中央に白く丸く見える部分が
下垂体腫瘍です。

同じ患者さんのＭＲＩ造影画像です。
白く見える部分が腫瘍です。

ＭＲＩの撮影方向の違いによる画像

axial画像（頭の水平断面です。）

coronal画像（頭の冠状断面です。）



sagittal画像（頭の矢状断面です。）

マイクロプロラクチノーマ
２０台から３０台女性で無月経や乳汁漏出があって血液検査でプロラクチンが３０以上のとき

はＭＲＩ（造影）検査を受けてください。
ときに小さな下垂体腫瘍（５ｍｍ）程度が見つかることもあります。

左は造影ＭＲＩで矢印の先にやや
黒く見える部分が下垂体腫瘍で
す。
大きさは５ｍｍ程度です。


